福井県衛生環境研究センター研究員活動報告　概要
	発表演題名
	LC/MSを用いた河川水中のテトラブロモビスフェーノールAとそのメチル体の定量

	学会名
	第３４回環境保全・公害防止研究発表会

	発表者名
	松井　利夫　（環境部）

	開催場所
	大分市　コンパルホール

	開催日時
	平成１９年１１月７日（水）

	発表内容
	臭素系難燃剤は、ABSなどの各種樹脂等に利用され、環境汚染が懸念される。テトラブロモビスフェノールＡ（TBBPA）は使用量が多く、甲状腺ホルモンへの影響も指摘されているので、LC/MSによる分析法を確立し、環境水の実態調査に応用した。

その結果、負（ESI、APCI）で感度があり、ESIがAPCIより感度が良かった。TBBPAはESI、APCIのいずれでも、542.7〔M-H〕-の負イオンがターゲットイオンであった。イオン化は、移動溶媒の種類と比率の影響を強く受け、電子親和力の溶媒が感度に影響した。
河川の濃度は全て不検出であった。


